
平成2288年熊本地震の調査報告会のご案内  

鳥取大学工学部附属　地域安全工学センター  
　センター長　香川敬生  

平成28年４月14日夜（M6.5），16日未明（M7.3）と熊本県熊本地方で最大震度７を観測
する大地震が発生し，熊本県から大分県にわたり甚大な被害が発生しています。	


このたび，鳥取県から現地の支援および調査に赴いた技術者，研究者による報告会
を企画しました。現地の状況を共有し、被災原因の究明方針を議論し，鳥取県における
今後の地震防災対策の糧とする場にしたいと思います。日頃防災に関する活動を実施さ
れている皆様には，お時間が許せば是非ともご参集頂けますようお願いします。	


　日時：平成2288年６月2233日((木))　1100::3300〜1122::0000  
　場所：鳥取大学広報センター２階スペースＦ  
　　　  （湖山キャンパス正門直進）  

話題提供  
  

・鳥取県くらしの安心局住まいまちづくり課　山下哲也課長補佐  

　（建物の応急危険度判定のため，地震直後に現地に入られています。）	

	
  

・公立鳥取環境大学環境学部環境学科　中橋文夫教授  
　（「緑の強靱化研究」の観点から，樹木による緑の防災効果について調査

を実施されています。）	

	
  

・鳥取大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻　向�坊恭介助教  

　（日本建築学会九州支部災害調査委員会に協力し，建物被害の悉皆調
査を実施しています。）	


	
  

・鳥取大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻　香川敬生教授  
　（断層直上および被害集中域で大学院生と微動・余震観測を実施し，被

災要因の考察を始めています。）	


問合せ先　香川敬生	

電話	
  0857-­‐31-­‐5641（研究室直通）	


メール kagawa@cv.to5ori-­‐u.ac.	



